
〔参　考〕

地震被災やガス専焼など様々にニーズに
対応した解析評価技術

耐震エンジニアリング

■ 耐震性評価実施例

■ ガス専焼ラインの評価

■ 主要な検討対象

液状化地盤の流動解析例 ベンド部のひずみ解析例

耐震性認可取得について 申請までのスケジュール 設計指針と比較して、より 高い耐震性が要求される

【評価】
学識経験者(耐震・防災・
地盤・建築・設備)、
関係行政機関により構成
される委員会

【設計指針】
高圧PL ： 曲げひずみ10%
中圧PL ： 地盤変位 5cm

【ガス専焼ラインの耐震性評価】

曲げひずみ ５％
地盤変位 １ｍ以上

パイプライン／地盤に対する
高度な評価技術が必要

【認可】
(社)日本内燃力発電協会

事前評価検討期間(３ヶ月～１２ヶ月)
（ライン延長・敷設状況による）

委員会３～２ヶ月前 申請書原案作成
供給先との申請書原案協議

委員会1.5ヶ月前 所轄消防への事前説明等
委員会１ヶ月前 申請書類提出

委 員 会

地盤傾斜部

橋梁部

護岸近傍部

盛土部

ガス導管

地震動に
よる慣性力液状化に
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液状化による
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